
　コーディネーターからこの分科会の趣旨説明を行い、探究についての課題をカリキュラムや教員の

伴走、学校の組織等の視点から説明した。その後、４人の報告者から１人10分程度の報告をしても

らった。

　京都工芸繊維大学の学生２人からは、高校で取り組んできた探究の内容について報告、龍谷大学

の学生からは、高校生の探究サポートにかかわる大学生の事例をココカラスタジオ（高校生マイプ

ロジェクト）、龍大クエスト（探究をサポートする龍谷大学の学生メンバー）、認定NPO法人カタリバ

（学校横断型探究プロジェクト）での経験をもとに探究伴走のモヤモヤを報告、高校教員からは教

員として感じている探究の課題を生徒の現状、教員の生徒へのアプローチや連携、校務分掌組織、

生徒の探究の観取といった校内の現状について課題を報告してもらった。

　４名の報告のあと、テーブルごとに参加者同士の自己紹介を含めた情報交換の時間を少し取りな

がら報告者に対する質問を各テーブルから出してもらい、質疑応答を繰り返しながら高校現場での

探究についてのモヤモヤ、課題を参加者全員で共有し議論した。

　大学生２人の高校時代の探究についての報告からは、基調講演の中で松下教授が「高校の大学

化」と紹介されたSSH（スーパー・サイエンス・ハイスクール）の事例や１・２年生が合同で研究を行

い企画から運営まですべて生徒主体で行う探究の事例の報告とその内容について質疑が行われ

た。その中で、教員の介入について、探究を行うグループ間での格差といった生徒のモヤモヤととも

に大学で行う研究の基礎を学ぶことができたこと、大学の教員や他学年の教員との交流、校外の発

表会に参加することで他校の生徒と生徒同士の交流から得られた成果、論文の使い方を学べたと
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いった探究の成果と「課題設定の難しさ」「決められた期間に結論を出さないといけないこと」「わ

かりやすく伝えること」といった探究を通した様々な学習内容等が明らかになった。

　また、大学生として高校生の探究について伴走を行っている学生からは、学生の視点から見えてく

る生徒と教師の考えのズレ、教員からの提案は生徒のやりたいことになっているのか、教師の考え

を押し付けることになっていないか、社会課題・地域・SDGｓにつなげる必要があるのかといった課

題設定の在り方や伴走者としての教員の課題、さらに、探究テーマとして、SDGsや社会課題が選ば

れやすい背景について、社会課題が自分事としてつなげやすいといった指摘とともに、１年生のミニ

探究テーマとしてアニメ、特撮、スポーツ、音楽、といったテーマをとことん調べ学習して、最終的に

社会課題につながるといった探究でもいいのではないかといった提案も紹介された。また、高校の

探究について大学生、社会人としてかかわり続けることや大学院で学びながら関わることなどの思い

も報告された。

　高校教員からは探究学習を進めるにあたって2026年度から３年生にも１単位増やすといったカリ

キュラム上の対応とともに、生徒の探究学習が「調べ学習で終わってしまうことや活動を延長したい

がお金や時間という課題」「生徒の興味関心を高めること」「教員のアプローチや連携の難しさ」「探

究の分掌がないこと、担当２人が担任、進路指導部長と兼務している」「周りに見本となる事例が少

ない、卒業生の見本がまだあまりない」といった課題も報告された。

　前半のフォーラムにおける基調講演、パネルディスカッションの内容を受けた分科会としてその内

容を深める適切な学びの場となった。

　大学生による高校での探究事例報告や大学生が高校の探究に関わる事例、高校教員からの学校

組織としての課題や単位数といったカリキュラム上の課題、生徒への伴走等、探究の成果や課題を

報告者と参加者との質疑応答により共有することができた。

　今後の課題として、高校の大学化、多様な生徒が在籍する高校での探究の実践など多様な高校が

存在する中で、それぞれの高校ならではの探究活動の実践。高校の探究に大学生が関わることの意

義。探究に関する管理職のリーダーシップ、探究を動かす高校の校務分掌、カリキュラムにおける課

題、教員の伴走（教員の介入といった視点など）、探究に関わる経費等、実践を交流し高校・大学の教

職員がネットワークを構築していく場としても、こうした分科会の設定意義を考えていく必要がある。

概　略

全体討論の内容
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報告者と参加者との質疑応答により共有することができた。

　今後の課題として、高校の大学化、多様な生徒が在籍する高校での探究の実践など多様な高校が
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到達点と今後の課題
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